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実施計画

政策課題分野 Ⅶ

個性あふれる地域づくり

Ⅶ－7 相模湾沿岸地域の保全・創造

相模湾沿岸地域は、豊かなみどりと美しいなぎさ、紺ぺきの海と空、自然海岸、そして温暖な気候に恵

まれるとともに、中世の古都鎌倉や城下町小田原を中心とした史跡、近世の保養所・別荘の立地などの歴

史・文化が育まれており、それぞれが相まった特筆すべき景観が形成され、神奈川を代表する風景を醸し

出しています。

しかし、これらの豊かな自然環境、貴重な歴史・文化、特筆すべき景観が失われつつあり、必ずしも県

民共有の財産として生かされておらず、しかも神奈川の持つ魅力として十分に発信されていない状況にあ

ります。

そこで、相模湾沿岸のこうした地域資源を守り、生かし、発信する、三つの調和ある取組みを、県民と

行政が協働・連携して進めていくことが求められています。

●相模湾沿岸の地域資源の保全、活用と発信

市町や県民、ＮＰＯなどとの協働・連携により、地域の魅力を高めるための検討、調査を行います。

また、自然環境、歴史・文化の保全などを進めて、地域資源を生かした魅力ある地域づくりをめざします。

戦略プロジェクト

５１　相模湾沿岸の地域資源の保全、活用と発信
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No. 構　成　事　業� 単位�
２００４� ２００５� ２００６�

現状�
（２００３見込）�

年　度　別　目　標�
項　目�

地域資源を生かした魅力ある地域づくり�
　地域の魅力を高めるための構想・計画を市
町や県民・NPOなどとの協働・連携により
策定・推進します。�

歴史・文化、景観の保全と再生�
　近代建造物と邸園を保全・活用した地域づ
くりや景観形成を図り、新しい手法による魅
力ある地域の創出をめざして検討を進めます。�
�
�
�
�
�

自然環境の保全と再生�
　相模湾のなぎさ、みどりなどの環境を保全
するため浜辺のみどりの整備や海岸美化の推
進などに取り組みます。�
�
�
�

地域資源を生かした観光や産業の展開�
　ブルーツーリズムなど新しい観光の推進を
図るとともに、水産物の地産地消のための取
組みを進めます。�
�
�
�
�

海辺の魅力を高めるまちづくりの推進�
　海洋性レクリエーションや観光などを核と
した「みなと」を拠点とし、地域のNPO、
市町などが協働・連携しつくりあげるまちづ
くりを推進します。�
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相模湾沿岸地域保全等
構想の策定�

（県・市町・民間）��

近代建造物と邸園を保
全活用した地域づくり＊１�

（県・市町・民間）�
新しい都市公園のあり
方の検討�

（県・市町・民間）�
景観まちづくりのため
の指針の策定�

（県・市町・民間）�

浜辺のみどりの整備�
（砂防林内植栽など）（県）�
水辺環境保全［藻場造
成］技術開発（県・民間）�

海岸美化の推進�
（県・市町・民間）��

観光魅力づくりの推進�
（県・市町）��

水産物の地産地消の推進�
・流通施設などの整備�

（市町・民間）�
・水産業体験教室の開�
 催など　　    （民間）�

�
「みなとまちづくり」の
推進�

（県・市町・民間）�

事業内容な
ど検討�
�
�

�
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事業内容な
どの検討��
事業内容な
どの検討�
�

８．５��

技術開発��
海岸美化・
キャンペー
ンの実施�

モデル地区
の検討・設
定�
�
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箇所��

団体��
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箇所�

地域資源
など調査�
�
�

候補地の
選定��

制度など
調査��
研究会に
よる検討
・協議�

８．５��

技術開発��
海岸美化・
キャンペー
ンの実施�
�

計画の検
討�
�

1�
（2）�

モデル実
施支援１�

�
�

4

構想策定�
�
モデル事
業の選定�

モデル事
業の抽出��
�
構想策定�
�
景観指針
などの策
定�
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技術確立��
海岸美化・
キャンペー
ンの実施�
�

誘客宣伝�
�
�

1�
（3）�

本格実施
支援2�

�
�
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モデル事
業の実施�
�
�

協働によ
る計画の
策定�

基本計画
策定��
�
実施�
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応用拡大��
海岸美化・
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ンの実施�
�
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�
�
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支援2�
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モデル地区の魅力づくり　　　→�

５１ 相模湾沿岸の地域資源の保全、活用と発信　　（企画部）

〈現状と課題〉
・相模湾は、首都圏にありながら、海岸線約１５０ｋｍのうち約７割が自然の
ままの海岸であり、沿岸地域は豊かな自然環境、貴重な歴史・文化、特
筆すべき景観などに恵まれています。

・相模湾沿岸の地域資源を、県民共有の財産として守り、生かしていく必
要があります。

・神奈川の持つ魅力、地域の持つ魅力として、相模湾沿岸で育まれた文化
を内外に発信していく必要があります。

〈めざすすがた〉
相模湾地域の自然、歴史・文化を将来にわたって維持し、県民共有の財産と
して次世代に引き継ぐための、市町や県民などとの協働・連携によるしくみが
整備され、これらの地域資源の保全整備が進み、美しい海辺空間とともに活力
と魅力あるまちが形成されています。

湘南海岸（江の島）

〈目標〉
相模湾沿岸の地域資源を守り、生かし、発信するために、市町や県民、NPOなどとの協働・連携により、地域
の魅力を高めるための検討、調査を行います。また、自然環境、歴史・文化の保全などを進めて、地域資源を生
かした魅力ある地域づくりをめざします。

〈取り組む事業〉
相模湾沿岸の自然環境、歴史・文化、景観などの地域資源を保全し、県民共有の財産として有効に活用し、地域の魅力を
内外に発信していくために、市町や県民、NPOなどとの協働・連携による構想の策定とモデル的な取組みを進めます。また、
みどり、なぎさの保全などに取り組むとともに、海洋性レクリエーションなどを核としたみなとづくりを推進します。

＊1 近代建造物と邸園を保全活用した地域づくり…NPO提案事業




